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四
十
条
の
四
第
八
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
第
四
十
条
の
四
第
六
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
八
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
」
に
、「
同
条
第
六
項
第
五
号
」
を
「
同
条
第
八
項
第
五
号
」に
改
め
、

同
条
第
二
十
五
項
中
「
第
四
十
条
の
四
第
六
項
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
六
項
及
び
第
二
十
七
項
中
「
第
四
十
条
の
四
第
六
項
第
五
号
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
八
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
九
項

中
「
第
四
十
条
の
四
第
六
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
八
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
第
四
十
条
の
四
第
六
項
第
七
号
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
八
項
第
七
号
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
三
第
十
四
項
」
を

「
第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
三
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
二
項
中
「
第
四
十
条
の
四
第
六
項
第
十
一
号
ホ
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
八
項
第
十
一
号
ホ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
三
項
中
「
第
四
十
条
の
四
第
六
項
第
十
一
号
ヘ
」

を
「
第
四
十
条
の
四
第
八
項
第
十
一
号
ヘ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
四
項
中
「
第
四
十
条
の
四
第
八
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
十
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
第
四
十
条
の
四
第

十
一
項
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
第
四
十
条
の
四
第
十
二
項
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
十
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
九
項
中

「
第
四
十
条
の
四
第
十
二
項
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
十
四
項
第
一
号
」
に
、「
第
四
十
条
の
四
第
十
一
項
」
を
「
第
四
十
条
の
四
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
十
の
二
第
三
項
中
「
第
二
十
五
条
の
二
十
七
第
四
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
七
第
二
項
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
三
第
四
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二

十
五
条
の
二
十
七
第
七
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
七
第
五
項
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
三
第
七
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
四
十
条
の
七
第
六
項

第
五
号
」
を
「
第
四
十
条
の
七
第
八
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
四
十
条
の
七
第
六
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
条
の
七
第
八
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
四
十
条
の
七
第
六
項
第
七
号
」
を
「
第
四
十
条
の
七

第
八
項
第
七
号
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
二
十
七
第
十
二
項
及
び
第
二
十
三
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
十
七
第
十
項
及
び
第
二
十
一
項
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
三
第
十
四
項
」
を「
第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
三
第
十
二
項
」に
、「
第

四
十
条
の
七
第
六
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
条
の
七
第
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
四
十
条
の
七
第
六
項
第
十
一
号
ホ
」
を
「
第
四
十
条
の
七
第
八
項
第
十
一
号
ホ
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
四
十
条
の
七
第

六
項
第
十
一
号
ヘ
」
を
「
第
四
十
条
の
七
第
八
項
第
十
一
号
ヘ
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
四
十
条
の
七
第
十
一
項
」
を
「
第
四
十
条
の
七
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
中
「
第
四
十
条
の
七
第
十
二
項
」

を
「
第
四
十
条
の
七
第
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
十
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
十
一
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
第
二
十
八
項
」
を
「
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
十
一
条
第
十
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
四
十
一
条
第
十
四
項
」
を
「
第
四
十

一
条
第
十
項
」
に
、「
同
条
第
十
三
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
、「
次
項
第
一
号
ヌ
」
を
「
次
項
第
一
号
ヲ
」
に
、「
同
条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
十
一
条
第
十
四
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
十
項
」

に
、「
次
項
第
一
号
ヌ
」
を
「
次
項
第
一
号
ヲ
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
こ
の
条
、」を
「
こ
の
条
並
び
に
」
に
改
め
、「
並
び
に
第
十
八
条
の
二
十
三
の
二
の
二
第
十
一
項
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
同
条
第
二
十
項
」
を
「
同
条
第
十

六
項
」
に
、「
又
は
同
条
第
十
項
」
を
「
又
は
同
条
第
六
項
」
に
、「（
同
条
第
二
十
一
項
」
を「（
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
補
助
金
等
の
額
」
を
「
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
補
助
金
等
の
額
」に
、「
第

二
十
五
項
に
規
定
す
る
住
宅
取
得
等
資
金
の
額
」
を
「
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
住
宅
取
得
等
資
金
の
額
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
第
二
十
五
項
」
を
「
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
第
四
十
一
条
第
二
十
項
」
を
「
第
四
十

一
条
第
十
六
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
同
条
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
十
一
項
」
を
「
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中「
第
二
十
五
項
」

を
「
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
四
十

一
条
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
二
号
」
に
、「
第
二
十
六
条
第
二
十
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号

ト
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
四
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
同
条
第
二
十
七
項
」
を
「
同
条
第
二
十
四
項
」
に
、「（
当
該
」
を「（
そ
の
」
に
、「
次
に
掲
げ
る
家
屋
の
い
ず
れ
か
」
を
「
同
条
第
十
六
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
居
住
用
家
屋
と
み
な
さ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
特
例
居
住
用
家
屋
」
に
、「
次
に
掲
げ
る
家
屋
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類
」
を
「
当
該
家
屋
が
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
建
築
基
準
法
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
（
ヌ
に
お
い
て
「
建
築
確
認
」
と
い
う
。）を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
」
に
改
め
、
同
号
チ

及
び

を
削
り
、
同
号
ヌ
中
「
第
四
十
一
条
第
十
三
項
」
を「
第
四
十
一
条
第
九
項
」に
、「
同

条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
、「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
、「（
ヌ
」
を「（
ヲ
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
リ
を
同
号
ル
と
し
、
同
号
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

リ

そ
の
家
屋
が
令
和
十
年
一
月
一
日
以
後
に
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
当
該
家
屋
が
同
条

第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
対
象
外
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

ヌ

そ
の
家
屋
が
令
和
十
年
一
月
一
日
以
後
に
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
当
該
家
屋
が
同
条

第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
等
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
又
は
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
そ
の
家
屋
に
係
る
建
築
確
認
を
受
け
た
時
に
お
い
て
当

該
家
屋
の
建
築
を
す
る
土
地
の
全
部
が
同
項
に
規
定
す
る
災
害
危
険
区
域
等
（
ヌ
に
お
い
て
「
災
害
危
険
区
域
等
」
と
い
う
。）外
に
あ
つ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
そ
の
家
屋
が
災
害
危
険
区
域
等
内
に
お
い
て
新
築
を
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
家
屋
（
当
該
家
屋
の
一
部
が
災
害
危
険
区
域
等
内
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
家
屋
を
含
み
、
同
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
区
域
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
又
は
浸
水
被
害
防
止
区
域
と
重
複
し
て
い
な
い
同
項
に
規
定
す
る
災
害
危
険
区
域
内
に
あ
る
当
該
家
屋
に
あ
つ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
勧
告
に
従
わ
な
い
で
建
築
を
し
た
当
該
家
屋
に
限
る
。）が
同
条
第
二
十
七
項
に
規
定
す
る

特
定
建
替
え
に
よ
り
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
同
条
第
二
十
六
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
か
つ
た
と
き
に
お
け
る
当
該
家
屋
で
あ
る
と
き
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類

で
そ
の
家
屋
が
当
該
特
定
建
替
え
に
よ
り
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
）

第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
二
号
中
「
同
条
第
二
十
項
」
を
「
同
条
第
十
六
項
」
に
、「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
、「（
同
条
第
二
十
一
項
」
を「（
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
第
二
十
五
項
」
を
「
第
二
十

六
項
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
第
四
十
一
条
第
二
十
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
十
六
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
一
号
」
に

改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
二
号
」
に
、「
第
二
十
六
条
第
二
十
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第

二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
四
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
ヌ
ま
で
」を「
ヲ

ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
既
存
住
宅
（
次
号
」
を
「
既
存
住
宅
（
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
既
存
住
宅
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
既
存
住
宅
を
含
み
、
次
号
」
に
改
め
、
同
号
イ

中「
以
上
」の
下
に「（
当

該
既
存
住
宅
が
法
第
四
十
一
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
既
存
住
宅
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
既
存
住
宅
で
あ
る
場
合
に
は
、
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
）」を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
第
四
十
一
条

第
十
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
」
に
改
め
、
同
号
ハ

及
び

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

当
該
既
存
住
宅
が
法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
場
合

第
十
三
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
家
屋
が
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第

二
号
ロ
に
掲
げ
る
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
）

当
該
既
存
住
宅
が
法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
低
炭
素
建
築
物
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
場
合

第
十
四
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類


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